



















































































































































































































































































































































































北　星　論　集（経） 　第 59 巻　第２号（通巻第 77 号）
生を指導することによってゼミ内でのノウハ
ウの蓄積・継承を図るとともに，ゼミ活動に
おける教員の関与の度合いを低くして学生の
自主性を高めること，第4に，発表内容を少
しでもレベルアップすること。
　さらに，本稿では星学祭におけるゼミ活動
発表に限定してその内容を報告しているが，
当ゼミで考えているプロジェクト方式イコー
ル星学祭発表（のみ）ではない。今後，さま
ざまな形式・内容の「プロジェクト」をゼミ
で実施していき，学生の学びへのモチベー
ションを高めるとともに，より良い成果を上
げられるよう努力を続けていきたい。
〔注〕
（1） アジアの中学・高校などの日本語教師や生徒
のパートナーとして，授業のアシスタントや，
日本文化の紹介を行うもの（独立行政法人国
際交流基金アジアセンター「日本語パート
ナーズ」ウェブサイト）
　https://jfac.jp/partners/
星学祭発表の様子（2年生チーム）（学生撮影）
─ 153 ─
星学祭におけるゼミ活動発表の報告
星学祭発表の様子（3年生チーム）（学生撮影）

